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宇宙望遠鏡や地上大型望遠鏡を用いた観測により、宇宙137億年の進化の多くの部分が解明されてきました。最近では、宇宙
創成後数億年という早期に存在した銀河やブラックホールが見つかり、初期宇宙の進化について新たな謎を提示しています。
一方、マイクロ波背景放射の観測からは38万歳の頃の宇宙の様子が明らかになり、ab initio アプローチによる理論研究が可
能になりました。宇宙最初の天体はどうやって生まれたのか、暗黒宇宙はいつ光に満たされたのか、銀河間に広がる重元素は
どこで生成されたのか。 
数値宇宙論と深宇宙探査で明らかにする初期宇宙進化について議論します。 
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